
 

re-KOSEN 第 2 期 学生募集要項 

～高専生が"再定義"する社会との関わり～ 

■ re-KOSEN とは 

高専生は、専門分野の体系的な習得に加え、社会課題への技術開発やプロジェクトを経験することで、

実社会に役立つ知識・技術を身につけてきました。一方で、課題解決が先行するあまり「社会のニーズ

の反映」が不十分になるケースや、逆に既存の課題の枠内に発想が収まってしまう傾向も見られます。

当プログラムでは、昨年度までの理論と実践を結びつけた高専教育を土台としつつ、今年度は新たに

「未踏性」の追求を重視します。また今年度は新たに高校生の応募も受け付けます。 

■ 募集概要 

対象 
中四国地域の高専に在籍する学生および広島県内の高校生 

（学年不問・個人またはチーム。チームの場合は 4名まで） 

募集コース 

【課題コース】 

自治体や企業が直面する現実の課題に対し、社会実装の視点から解決策を提示し、

地域発展に寄与するプロジェクトを募集。 

・条件：ITの活用（※１） 

 

【自由コース】 

自身の「好き」や「興味」を徹底的に掘り下げ、内発的な動機から生まれる独創的

なアイデアをもとにしたプロジェクトを募集。 

・課題設定自由 

・条件：ITの活用（※１） 

・卒業研究など学校の研究の延長のプロジェクトは対象外。 

課題コース 

テーマ 

下記６つのテーマから１つ選んでエントリーしてください。 

【宇部情報システム】 

①宇部市の活性化×IT 

弊社では、地域に根差した IT 企業として、地域での IT 人材の不足に課題を感じており、同

時に経営理念にも地域社会の活性化を掲げております。そこで宇部市への UIJ ターンの取り

組みや、移住、それに向けた認知度の向上、交流人口の増加、地域の魅力発信など、広く地

域活性化に寄与できる取り組みを募集します。また、宇部市自治体でも地域活性化の取り組

みが行われており、その活動を加速させるような取り組みを同時に募集します。 

例１）宇部市中心部の交流人口を増やすための IT を活用した取り組み 

 



②医療ヘルスケア領域×IT 

弊社では新しい事業領域に医療やヘルスケア領域においてデータを活用したビジネスモデル

を検討しております。医療やヘルスケア領域において、社会課題の解決を目指す取り組みを

募集します。 

例１）ビジネスパーソンの瞳孔変化をカメラなどで測定し、そのデータから認知負荷を推定

して作業効率の向上を図るシステム 

例２）ビジネスパーソンの音声データ、PC 使用データからメンタル不調を察知し、健康経

営を推進する。またそのマネタイズ化を行う 

例３）高齢者の日常活動データからフレイル状態を早期に検知し、健康寿命を延ばすシステ

ム 

 

③学校教育×IT 

弊社では情報社会の発展に貢献することを経営理念に掲げており、新しいソリューションを

マーケットに訴求したいと考えております。そこで現在教育を受ける立場である皆様の視点

から、学校教育においてデータ、AI、VR、ゲーミフィケーションなどを活用した学習効果を

高めるソリューションを募集します。 

例１）青少年に向けて瞳孔変化や音声データから認知負荷を察知し、学習効率を改善するシ

ステム 

例２）児童や生徒の心身状態を、学校から配布される端末を使用し、不調を検知するシステ

ム 

 

【竹原市】 

 

④ITを活用した若者コミュニティ支援 

竹原市では U ターンや I ターンで就職した若者から、「同期入社や同年代の人が少なく、身

近に相談できる相手や趣味を共有できる仲間を見つけにくい」といった声が聞かれます。 

そこで、20 代～30 代の若者同士が市内で「同期」のような関係を築けるコミュニティの 

創出のためのプロジェクトを募集します。 

 

⑤農業課題の解決 

農業分野は、深刻な担い手不足と高齢化による耕作放棄地の増加が課題となっています。ま

た、近年はイノシシやクマなどの鳥獣被害が深刻化しています。IT を活用した農業課題解

決のプロジェクトを募集します。 

 

⑥竹原市のブランディング 

地場産品や観光コンテンツ等、魅力あるコンテンツを多く有しています。竹原独自の魅力を

創造・発信し、「選ばれるまち竹原」となり、持続可能なまちづくり を実現するため、竹

原市のブランディングに寄与するプロジェクトを広く募集します。 

 

 



※１  

IT の活用とは 

本プログラムにおける「ITの活用」とは、単に既存のツールやテンプレートを組み

合わせてサイト等を制作することではありません。以下の条件を満たすものを対象

とします。 

・オリジナルのアイデアが核にあること 

 既存サービスの模倣や、テンプレートの転用にとどまらず、チーム独自の発想・

視点が開発の中心にあること 

・課題解決のために ITを手段として使っていること 

 「作ること」が目的ではなく、地域課題や自分たちが設定した問いを解決するた

めに ITを活用していること 

・技術的な独自性があること 

 プログラミング・データ活用・AIなど、何らかの技術的な工夫・実装が含まれて

いること 

 

以下のものは原則として対象外とします： 

・ノーコードツールのみを使い、独自のロジック実装が一切ない Web サイト制作 

・既存の SNS やブログサービス上での情報発信のみを行う活動 

・市販されているハードウェアやソフトウェアの単純な導入・運用 

採択プロジ

ェクト数 
最大 10プロジェクト 

募集エリア 中四国地区 

募集期間 

（エントリー） 

2026年 6月 1日（月）～7月 6日（月） 

※期間中、オンラインでの個別相談を実施 

一次選考 2026年 7月 7日（火）～7月 10日（金） 

二次選考 2026年 7月 13日（月）～7月 24日（金） 

選考結果発表 2026年 7月末日（予定） 

伴走支援期間 2026年 8月 1日～2027年 1月 31日 

プロジェク

ト支援金 
最大 100万円 

 

 

 



■ 活動内容 

・ 社会・地域課題の調査・分析 

・ 解決策の企画・試作・検証・開発 

・ PM による定期指導・レビュー 

・ 成果発表イベント（中間報告会・最終報告会）およびフィールドワークへの出席 

■ 活動期間 

2026 年 8月 1日 ～ 2027年 1 月 16日（約 6か月） 

※期間中、オンライン／オフラインでの合同ミーティングを実施予定 

（主なイベント） 

・ 2026 年 8月 17日～19日：キックオフ MTG（メディア総研福岡本社）2泊 3日 

・ 2026 年 9月中旬：開発合宿・フィールドワーク（竹原市、宇部情報システム） 

・ 2026 年 10月 24日・25日（仮）：中間報告会（岡山県） 

・ 2026 年 12月下旬：開発合宿 2泊 3日（冬休み期間） 

・ 2027 年 1月 16日（土）：最終報告会 

■ 参加費 

無料 

※遠方からの参加に伴う旅費（交通費・宿泊費）はプロジェクト支援金（活動費）から支出可。 

 

■ PM の紹介 

・ 田畑友啓：特定非営利活動法人 日本 MITベンチャーフォーラム 

・ 立花拓也：株式会社ヘプタゴン 代表取締役 

・ 小賀浩通：株式会社デジタルキューブ 代表取締役 

・ 蛭田慎也：チャリチャリ株式会社 VP of Engineering 

・ 髙橋晶子：仙台高等専門学校 教授／スタートアップ推進室長 

・ 大仁田香織：福島工業高等専門学校 准教授 

・ 樋口勝也：株式会社コラボプラネット 取締役 CTO 

・ 赤星良輔：株式会社グルーヴノーツ TECH PARK Div. ディレクター 

■ 応募方法 

1. 下記フォームよりエントリー 

2. プロジェクト概要または自己紹介資料を提出 

3. 書類・面談選考の上、参加チームを決定 

エントリーフォーム：https://re-kosen.com/ 

応募締切：2026年 7月 6 日（月） 



■ 主催・協力 

主催：メディア総研株式会社 

 福岡本社：福岡市中央区大名 2-8-1 

 東京事業所：東京都千代田区有楽町 2-10-1 

 大阪事業所：大阪府大阪市西区立売堀 1-3-11 

■ お問い合わせ 

re-KOSEN運営事務局（メディア総研株式会社内） 

Mail：re-kosen@mda.ne.jp 

Web：https://re-kosen.com/ 

  



―― 参考資料 ―― 

■ 昨年度採択実績 

学校名 プロジェクト名 プロジェクト概要 

大島商船 はたちゃ 
農地継承のための作業記録、農家コミュニティアプ

リの開発 

広島商船 GORO 

災害時でもドローンを実質的に連続運用できるよ

う、飛行中または短時間の滞空中に電力を供給する

無線給電技術の開発。 

呉高専 とびしまカー 

島の魅力を運び、島民と交流するための拠点として

のとびしまカーの開発およびウェルビーイングアセ

スメントの開発 

呉高専 AgriEase 
農業経営に不可欠な農作業日誌を音声で即時記録す

るデバイスの開発 

津山高専 TOSマーカー 
素材使用の可否判断を自動で素早く行い権利まわり

の負担やストレスを軽減するアプリの開発 

香川高専（高松） The Odd Ones 
規格外のアスパラガスを使ったエナジードリンクの

開発 

香川高専（詫間） 熱中症対策技術 

ペルチェ素子の冷却を新規熱伝導素材により広範囲

へ拡張した熱中症軽減技術と呼吸・心拍から熱中症

を検知する技術をあわせた冷却ベストの開発 

香川高専（詫間） となりの高専生 

高専生の技術力と地域課題をつなげ、地域の困りご

とが 1時間以内に解決するマッチングサービスの開

発 

阿南高専 URI 
藍染による個性診断と３Dアバターによる人形浄瑠璃

でつくる新しい文化体験コンテンツの開発 

高知高専 日曜市デジタルマップ 

日曜市の全体像と雰囲気を掴み、初めての人でも安

心して歩き始められる入口としてのデジタルマップ

の開発 

 

 



■ Q&A 

質問内容 回答 

チームで応募する場合、人数上限は

ありますか？ 

上限は 4名です。人数に関わらず 1プロジェクトあたりの開発

支援金は 100 万円までとなりますのでご注意ください。 

他校の学生とチームを組んでも良い

ですか？ 
はい、問題ありません。 

中間報告会などのイベントは必須参

加ですか？ 

各イベント、対面での参加が必須条件となります。ただし、感

染症の疑いがある場合や試験日程と重なってしまった場合な

ど、事務局がやむを得ないと判断する場合はその限りではあり

ません。 

他の補助金を獲得して活動している

プロジェクトで応募はできますか？ 

異なるテーマであればご応募頂けます。補助金の二重受給

（※）にならないようご留意ください。 

※同一の領収書を双方に送り、補助金をもらう行為。 

昨年参加者も応募できますか？ 異なるテーマであればご応募頂けます。 

プロコンなどのコンテストに応募し

ているプロジェクトでも応募できま

すか？ 

はい、可能です。 

ただし、卒業研究など学校の研究の延長のプロジェクトは対象

外となります。 

クリエータに支払われる委託費（活

動費）は収入になりますか？ 

はい、収入になります。アルバイト等されている方は扶養から

外れないようご注意ください。なお、当社との委託契約は代表

者一人もしくはチームメンバー各個人と交わすことができま

す。 

開発支援金はどのように支払われま

すか？ 

クリエータに支払われる委託費については毎月活動報告書をご

提出頂き、その確認をもって、翌月に固定の金額をお支払いし

ます。その他の必要経費は都度ご相談ください。（立替清算、

代理購入等で対応いたします。） 

最終的にプロダクトが完成しなかっ

た場合は、開発支援金は返さないと

いけませんか？ 

いいえ、返金義務はありません。プロジェクト期間に形になる

ところまでしっかりとサポートさせて頂きます。 

※ただし、活動報告書等の内容から活動の実態がないと判断せ

ざるを得ない場合は委託費をお支払いすることができませんの

でご注意ください。 



質問内容 回答 

課題部門と自由部門 両方に応募す

ることはできますか？ 

はい、可能です。 

ただし、採択されるのは１プロジェクトになります。 

プログラミング未経験でも応募でき

ますか？ 

はい、可能です。 

ただし、期間中にプログラミングの学習に時間を割ける事が条

件となります。 

※チームメンバーに経験者を入れる事を推奨します。 

 


